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 ロシア連邦国家統計局は先日、2015年の同国の地域総生産の統計を発表した。地域総生産は

国内総生産（GDP）を地域別に（州などのレベル）ブレークダウンしたものだが、GDPよりも発表が遅い

ので、このほどようやく2015年の数字が発表されたというわけである。今回発表された2015年の同

統計に関しては、『ロシアNIS調査月報』（2017年７月号）に地域別の詳細データを掲載したので、そ

ちらをご利用いただきたい。本速報においては、地域よりも上のレベルに当たる連邦管区（現時点で

は８管区が存在する）の地域総生産データに着目し、それを図表にまとめてお届けすることにする。 

 

 

 以下の図表では、ロシアの地域総生産のデータが、現地通貨ルーブルで示されており、参考まで

に、2015年の年平均レートは、１ドル＝60.66ルーブル、１ルーブル＝1.99円であった。なお、ロシア

によるウクライナ領クリミアの併合は国際的に承認されていないが、以下の図表では南連邦管区の

数字にクリミア共和国およびセヴァストポリ市のデータが含まれているので（図表５を除く）、ご注意願

いたい。 

 さて、図表３で、管区別の長期的な経済成長率を跡付けると、極東連邦管区の成長率の低さが際

立つ。すなわち、2000年を基点に2015年までの成長率を辿ってみると、この間、極東連邦管区は

76.8％しか成長しておらず、ロシア全体の85.6％を下回っているだけでなく、８連邦管区の中で最低
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